
 

 

令和 3年度 第 3回柿崎区地域協議会次第 

日時：令和 3年 5 月 25 日（火）午後 6時    

場所：柿崎コミュニティプラザ 305～307 会議室 

１ 開 会 

２ 会長あいさつ 

３ 会議録署名委員の指名 

４ 地域活動支援事業プレゼンテーション ・・・・・・・・・・・・・・資料 1 資料 2 

５ 報告事項 

⑴ 上越市柿崎屋内水泳プールの復旧について 

６ その他 

⑴ 第 4回柿崎区地域協議会の開催について 

日 時：令和 3年 6 月 8日（火）午後 6時～ 

会 場：柿崎コミュニティプラザ 305～307 会議室 

内 容：地域活動支援事業採択決定 

⑵ その他 

７ 閉 会 



地域活動支援事業 プレゼンテーション実施要領 

１ 趣旨 

各団体から提出された地域活動支援事業提案書について、地域協議会が

行う審査の参考とするため、事業内容に関するプレゼンテーションを実施

するもの。 

２ 内容 

⑴各事業の持ち時間を 10 分以内とする（団体の説明時間を 6 分以内、質疑

応答の時間を 4 分以内とする） 

⑵プレゼンテーションの参加人数は、各事業 5 人以内とする。 

（発表の順番は受付順） 

発表順 時刻の目安 団体名 事業名 

 18：00～ 開会及び日程説明  

１ 18：10～ 
手しごと・手づくり
柿崎・上越作品展
実行委員会 

第 4 回手しごと・手づくり柿崎・ 
上越作品展 

２ 18：20～ 
柿崎農業の未来を
考える会 

柿崎区農業の未来を考えるため
の地域ビジョン策定事業 

 

資料 1 



 
資料 2 

 

令和 3 年度 地域活動支援事業に係る採点票 
 

１ 採点対象 

受付番号 1 事 業 名 〇〇〇〇〇〇 

提案回数 〇回目 提案者名 〇〇〇〇〇〇 

 

２ 採点内容 

 ⑴ 基本審査 

基本審査内容 左記基準との適合性 

・地域活動支援事業の目的と合致しているか ☑ 適合する   □ 適合しない 

適合しない理由  

 ⑵ 地域自治区の採択方針 

当区の「優先採択方針」 左記方針との適合性 

１ 優先して採択する事業 

⑴ 地域の歴史、文化や伝統の保存、活用に資するもの 
⑵ 子どもたちの健全育成に資するもの 
⑶ スポーツや体力づくりをとおして住民の健康増進に資するもの 
⑷ 特産品の開発等により地域産業の活性化に資するもの 
⑸ 観光資源の活用により知名度向上や交流人口の増加に資するもの 
⑹ まちづくりを担う人材育成に資するもの 
⑺ 地域の環境美化に資するもの 
⑻ 姉妹都市を含む他の地域との交流・連携を推進するもの 
⑼ 安全・安心な地域づくりに資するもの 

☑ 適合する 

 

□ 適合しない 

 ⑶ 共通審査基準 

審査項目 審査基準 
当区の 

配点 
採点欄 

①公益性 

・提案事業の成果が広く地域に還元されるものか。 

・補助金を充てて購入した物品や修繕した施設が、長く地域で活用 

される見込みがあるか。 

・全市的な方向性と合致しているか。 

・提案者以外の市民や事業者、団体等に不利益を与えるものではな 

いか。 

５  

②必要性 

・地域の課題解決や活力向上に効果が見込まれる取組であるか。 

・地域の実情や住民要望に対応したものか。 

・緊急性の高い提案事業であるか。 

・ほかの方法で代替できないものであるか。 

・補助金を充てる経費が、提案事業を実施する上で不可欠なもので 

あり、その規模も必要な限度となっているか。 

５  

③実現性 
・目標（達成すべきこと）や事業内容が明確なものか。 

・関係者との合意形成や組織内部での実施態勢が整っているか。 

・資金調達の規模や時期に無理はないか。 
５  

④参加性 
・提案事業の実施に当たり、提案者に限らず多くの住民等の参加が 

期待できるものか。 ５  

⑤発展性 
・新しい発想が感じられる取組や、先進的な取組であるか。 

・事業の終了後における自立性や発展性は期待できるか。 

・提案団体に、信頼性や将来性はあるか。 
５  

合計 採点は整数で行ってください→ ２５  

 ⑷ その他特記事項 
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令和3年5月25日 

柿崎区地域協議会 

スポーツ推進課 

 

上越市柿崎屋内水泳プールの復旧について 

 

１ これまでの経過と被害状況 

   本年1月8日からの大雪に伴い、プール部分のガラス屋根29枚が破損し、応急修繕

では安全性を確保できないことから、5月からのプール営業を休止している。 

 

２ 対応方針（予定） 

 当該施設の屋根の復旧を図るとともに、老朽化が著しい外壁や諸室、設備等の修

繕を併せて検討する。 

 令和3年6月市議会に実施設計業務委託費の補正予算を要求する。 

 令和 3 年度に実施設計、令和 4 年度に工事を予定するため、2 か年を休館し、令

和5年度から再開する。 

 

３ 休館に伴う対応 

⑴ 一般利用 

 頸城B&G海洋センタープールや人魚館などの他施設の利用を紹介する。 

⑵ 学校利用 

・ 近隣の上下浜小学校、大潟町小学校、吉川小学校、頸城 B&G 海洋センタープール

などを代替施設として、水泳授業を実施する。（送迎はスクールバスを使用） 

 ⑶ 指定管理者の水泳教室（自主事業） 

・ 中止する。 

 

４ 参考 

（施設概要） 

建 設 年 昭和52年3月 

構  造 鉄筋コンクリート＋鉄骨造 

階  数 １階（一部2階） 

延床面積 1,123㎡（うちプール425㎡） 

機  能 競泳用25ｍ（6コース）※幼児用併設 

 

（利用状況） 

・ 開館期間は、5月～10月までの6か月間で、利用者数は年間7,000人程度 

・ 頸北エリア（柿崎区・吉川区・大潟区）の水泳愛好者の拠点プール 

・ 柿崎区内3校（柿崎中・柿崎小・下黒川小）の水泳授業で利用 

・ 幼児・小中学生向けの水泳教室（指定管理者）を年2回実施 

・利用者数                                      過去3か年平均（Ｈ29～Ｒ1） 

一般利用 学校利用 水泳教室 合計 

1,167人 2,912人 2,649人 6,728人 
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上越市柿崎屋内水泳プールの被害状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

□ガラス屋根29枚（中学校グラウンド側：17枚、国道側12枚）が破損 

□位置図 

国道８号線 

柿崎中学校 


